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近
代
日
本
研
究
第
二
十
九
巻

(

二
〇
一
二
年)

資
料
紹
介

福
沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

凡
例

一
、
常
用
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
、
原
文
の
字

体
を
残
し
た
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
文
字
は
、
か

た
仮
名
字
体
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
書
簡
に
お
い
て
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

｢

は｣
｢

て｣
｢

え｣

は
、
原

文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄
せ
で｢

�｣
｢

�｣
｢

�｣

の
よ
う
に
印
刷
し
た
。
原
文
が
確
認
で
き
な
い
書
簡
の
場
合
も
、

漢
字
の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る

｢

者｣
｢

而｣
｢

江｣

が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。
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五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
�(

よ
り)

、
〆

(

し
め)

は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い
�
は
ト
キ
、
�
は
ト
モ
、

�
は
こ
と
と
表
記
し
た
。

七
、
句
読
点
は
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
こ
れ
を
補
っ
た
。

八
、
執
筆
年
月
日
や
発
信
年
月
日
な
ど
を
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、｢

カ｣

を
付
し
た
。

九
、
脱
落
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、[

]

を
付
し
て
補
っ
た
。

十
、
書
簡
は
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。
ま
た
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解
に
必
要
と

判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
っ
た
。
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Ⅰ

福
沢
諭
吉
書
簡

『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

(

岩
波
書
店

平
成
十
三
〜
十
五
年

以
下

『

書
簡
集』

と
略
す)

未
掲
載
で
、『

近
代
日
本
研
究』

第
二

十
八
巻
刊
行
以
降
見
出
さ
れ
た
書
簡
を
載
録
す
る
。
掲
載
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て

『

書
簡
集』

の
形
式
に
従
っ

た
。
詳
し
く
は『
書
簡
集』

第
一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
書
簡
番
号
は『

書
簡
集』

か
ら『

近
代
日
本
研
究』

第
二
十
八
巻
ま
で
通
番
で
付
さ
れ
た
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。

二
六
一
一

中
島
永
元
宛

明
治
十
二

(

一
八
七
八)

年
十
月
十
日
付

秋
冷
益
御
清
安
被
成
御
座
奉
拝
賀
。
陳
ハ
此
程
桐
野
弘
�
相
伺
候
得
�
、
三
重
学
校
設
立
ニ
付
、
可
然
人
物
御
入
用
之
由
ニ
�
、

既
ニ
当
塾
ニ
も
其
話
を
以
て
志
願
之
者
有
之
候
得
共
、
全
体
其
校
之
仕
組
を
承
知
不
致
�
ハ
、
人
品
之
適
否
も
さ
し
定
難
く
、
試

ニ
爰
ニ
壹
名
あ
り
、
即
チ
、
酒
井
良
明
と
申
す
者
に
�
、
随
分
英
書
も
よ
く
読
、
翻
訳
等
も
出
来
可
申
、
漢
書
之
方
ハ
元
ト
儒
生

ニ
あ
ら
さ
れ
ハ
、
深
き
嗜
ハ
無
之
候
得
共
、
当
今
之
学
校
用
ニ
�
間
ニ
合
可
申
、
若
し
も
此
者
に
�
可
然
地
位
な
ら
バ
、
御
採
用

御
周
旋
奉
願
度
、
尤
月
給
も
多
き
を
望
ま
ず
、
四
十
円
カ
五
十
円
ニ
�
満
足
可
仕
。
執
行
中
之
負
債
も
有
之
、
旁
以
金
を
要
す
る

身
分
ニ
付
、
給
ハ
低
く
も
寧
ロ
早
く
地
位
ニ
就
き
度
志
願
ニ
御
座
候
。
御
用
繁
之
御
中
、
恐
縮
ニ
不
堪
候
得
共
、
御
都
合
も
宜
敷

候
ハ
ヽ
、
一
応
御
逢
被
下
度
奉
願
候
。
尚
い
才
ハ
本
人
�
可
申
上
、
御
聞
取
奉
願
候
。
早
々
頓
首
。

十
月
十
日

福
沢
諭
吉

福沢諭吉関係新資料紹介
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中
島
先
生

梧
下

尚
以
、
桐
野
弘
義
も
誠
ニ
御
約
介
罷
成
、
以
御
蔭
此
度
之
長
崎
行
、
本
人
お
ゐ
て
難
有
存
居
候
次
第
。
尚
、
小
生
�
も
宜
布
御
礼

申
上
呉
候
様
申
聞
候
。
以
上
。

【

三
重
学
校
の
教
師
と
し
て
酒
井
良
明
を
推
薦
す
る
】

[

封
筒
表]

西
久
保
城
山
町
四
番

中
島
永
元
様

福
沢
諭
吉

酒
井
良
明
持
参

[

封
筒
裏]

封

○
名
宛
人
の｢

中
島
先
生｣

は
中
島
永
元
。
天
保
十
五(

一
八
四
四)

年
生
ま
れ
。
佐
賀
藩
出
身
で
、
致
遠
館
教
官
や
大
阪
洋
学
校
校
長
を
経
て
、

明
治
二

(

一
八
六
九)
年
大
学
中
助
教
兼
大
寮
長
。
四
年
に
は
文
部
省
七
等
出
仕
と
し
て
岩
倉
使
節
団
に
随
行
し
、
欧
米
各
国
を
歴
訪
し
た
。
帰

国
後
文
部
省
大
書
記
官
、
第
三
高
等
中
学
校
初
代
校
長
を
経
て
、
元
老
院
議
官
、
貴
族
院
議
員
も
務
め
る
。
大
正
十
一

(

一
九
二
二)

年
歿
。

『

佐
賀
県
歴
史
人
名
事
典』

(
洋
学
堂
書
店
、
一
九
九
三
年)

。
○
桐
野
弘
は
鹿
児
島
藩
出
身
で
、
明
治
五
年
十
月
か
ら
慶
應
義
塾
に
学
ぶ
。
十
一

年
か
ら
務
め
て
い
た
青
森
県
師
範
学
校
幹
事
を
辞
め
た
後
、
福
沢
が
中
島
に
推
薦
し
て
、
長
崎
中
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
。
○

｢

三
重
学
校｣

は

三
重
県
津
中
学
校
。
○
酒
井
良
明
は
嘉
永
五
(

一
八
五
二)

年
生
ま
れ
。
福
井
藩
出
身
で
、
明
治
五
年
に
上
京
し
、
七
年
十
一
月
慶
應
義
塾
に
入

る
。
九
年
卒
業
後
、
福
沢
宅
に
住
み
込
み
、
旧
福
井
藩
主
の
長
男
が
慶
應
義
塾
に
入
学
す
る
と
、
そ
の
教
育
係
を
務
め
た
。
十
三
年
に
こ
の
書
簡

で
推
挙
さ
れ
て
い
る
三
重
県
津
中
学
校
の
教
員
と
な
り
、
校
長
も
務
め
る
が
、
十
五
年
に
は
退
職
し
、
翌
年
か
ら
慶
應
義
塾
の
教
員
と
な
っ
た
。

幼
稚
舎
で
も
教
え
、
幼
稚
舎
課
程
修
了
者
の
う
ち
希
望
者
二
○
名
ほ
ど
を
私
邸
に
引
き
受
け
、
寝
食
は
じ
め
生
活
全
般
の
世
話
と
指
導
を
し
た
。

こ
れ
は
酒
井
寄
宿
舎
と
呼
ば
れ
、
義
塾
が
大
規
模
な
寄
宿
舎
を
建
設
す
る
明
治
三
三
年
ま
で
続
い
た
。
教
員
以
外
で
は
品
川
毛
織
会
社
取
締
役
や

三
井
呉
服
店
監
査
役
な
ど
も
務
め
た
。
昭
和
五

(

一
九
三
○)
年
歿
。
○
書
簡
の
発
信
年
は
、
桐
野
弘
を
長
崎
中
学
校
教
員
に
推
薦
し
た
の
が
十

二
年
七
月
で
、
十
三
年
の
交
詢
社
の
名
簿
で
同
人
は
長
崎
中
学
校
教
員
と
あ
る
こ
と
や
、
酒
井
の
三
重
赴
任
が
十
三
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
二

年
と
推
測
さ
れ
る
。
○
山
本
晶

｢

酒
井
良
明
を
紹
介
す
る
―
中
島
永
元
あ
て
福
沢
諭
吉
書
簡
―｣

(『

福
沢
手
帖』

第
一
四
九
号
、
二
○
一
一
年
六

月)

参
照
。

二
六
一
二

竹
添
進
一
郎
宛

明
治
十
七

(

一
八
八
四)
年
七
月
一
日
付
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昨
日
ハ
拝
趨
、
御
休
息
中
長
坐
恐
縮
ニ
不
堪
、
様
々
御
話
相
伺
難
有
奉
存
候
。
井
上
も
弥
再
遊
と
決
し
、
今
日
�
少
し
用
意
も
仕

居
。
尚
出
発
前
ニ
�
毎
度
参
上
、
御
差
図
可
奉
伺
宜
敷
奉
願
候
。
又
乍
序
申
上
候
。
名
越
時
孝
義
拝
謁
之
義
、
御
許
容
被
下
難
有

奉
存
候
。
則
此
書
持
参
参
堂
仕
候
間
、
若
し
御
閑
も
被
為
在
候
ハ
ヽ
、
御
逢
奉
願
候
。
い
才
ハ
本
人
�
可
申
上
、
御
聞
取
被
下
、

爾
後
何
か
御
教
示
奉
願
候
。
要
用
而
已
申
上
度
、
早
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

七
月
十
二
日

諭

吉

竹
添
様

梧
下

【

井
上
角
五
郎
が
再
度
朝
鮮
に
渡
る
こ
と
を
決
め
用
意
を
始
め
た
と
告
げ
、
出
発
前
に
は
竹
添
の
も
と
に
参
上
す
る
の
で

｢

御
差
図｣

を
与
え
て

く
れ
る
よ
う
に
依
頼
。
ま
た
名
越
時
孝
と
の
面
会
を
求
め
る
】

○
名
宛
人
の

｢

竹
添
様｣

は
竹
添
進
一
郎
。
天
保
十
三

(

一
八
四
二)

年
天
草

(

熊
本
県
天
草
郡
大
矢
野
町)

に
生
ま
れ
、
維
新
期
は
熊
本
藩
に

仕
え
、
明
治
八

(

一
八
七
五)

年
、
修
史
局
御
用
掛
と
な
り
、
十
一
年
四
月
以
降
大
蔵
省
に
勤
務
、
十
三
年
清
国
天
津
在
勤
領
事
と
な
り
、
在
任

中
に
琉
球
問
題
に
つ
き
李
鴻
章
と
交
渉
し
た
。
十
五
年
外
務
大
書
記
官
と
な
り
、
同
年
十
一
月
、
弁
理
公
使
と
し
て
朝
鮮
へ
赴
任
、
在
任
中
の
十

七
年
十
二
月
に
甲
申
事
変
が
起
り
、
処
理
に
苦
労
し
た
。
十
八
年
帰
国
し
、
同
年
六
月
公
使
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
二
十
六
年
外
務
省
を
退
い
た
。
大

正
六

(

一
九
一
七)

年
歿
。
○
井
上
角
五
郎
は
万
延
元

(
一
八
六
〇)

年
備
後
国
深
津
郡
上
村

(

広
島
県
福
山
市)

に
生
ま
れ
る
。
号
は
琢
園
。

福
山
誠
之
館
や
広
島
県
師
範
学
校
で
学
び
、
明
治
十
二

(

一
八
七
九)

年
に
上
京
。
福
沢
家
住
み
込
み
の
漢
学
家
庭
教
師
と
な
り
、
慶
應
義
塾
に

も
入
学
、
十
五
年
に
卒
業
し
た
。
在
学
中
か
ら
福
沢
の
紹
介
で
後
藤
象
二
郎
の
秘
書
役
を
務
め
、
十
五
年
十
二
月
朝
鮮
政
府
顧
問
と
な
っ
た
牛
場

卓
蔵
の
随
員
と
し
て
渡
朝
、
統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門

(

外
衙
門)
に
出
仕
し
た
。
十
六
年
十
一
月
に
金
允
植
と
協
力
し
、
朝
鮮
初
の
近
代
的
新

聞

『

漢
城
旬
報』

を
発
刊
、
続
い
て
初
め
て
漢
文
・
ハ
ン
グ
ル
混
合
文
体
を
実
用
化
し
た

『

漢
城
周
報』

の
創
刊

(

十
九
年)

に
尽
力
し
た
。
明

治
二
十
三
年
か
ら
は
落
選
や
辞
職
を
は
さ
み
な
が
ら
、
大
正
十
三

(

一
九
二
四)
年
ま
で
衆
議
院
議
員
を
務
め
、
か
た
わ
ら
北
海
道
炭
礦
鉄
道
会

社
な
ど
の
経
営
に
参
画
、
日
本
製
鋼
所

(

現
新
日
本
製
鉄
株
式
会
社)

を
創
立
し
会
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
十
三

(

一
九
三
八)

年
歿
。
○
名
越

時
孝
は
水
戸
出
身
の
士
族
で
福
沢
邸
に
住
み
込
み
、
慶
應
義
塾
で
漢
学
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
福
沢
家
の
子
供
た
ち
に
も
漢
学
を
教
え
た
。
自
ら

福沢諭吉関係新資料紹介
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は
義
塾
で
英
学
を
学
ん
で
い
る
。
の
ち
水
戸
中
学
の
漢
文
教
師
と
な
っ
た
。
福
沢
の
長
男
お
よ
び
次
男
の
留
学
に
あ
た
っ
て
は
、
送
別
の
漢
詩
を

贈
っ
て
い
る
。
○
発
信
年
は
、
前
述

『

漢
城
旬
報』

に
明
治
十
七

(

一
八
八
四)

年
二
月
に
掲
載
し
た

｢

華
兵
凶
暴｣

が
在
朝
清
国
軍
か
ら
攻
撃

を
受
け
、
井
上
が
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
再
度
朝
鮮
に
渡
る
こ
と
を
計
画
し
た
十
七
年
と
考
え
ら
れ
る
。
井
上
角
五
郎
の
自
記
年
譜
に
よ
れ
ば

八
月
に
京
城
に
到
着
し
た
。
年
末
に
甲
申
事
変
に
よ
っ
て
再
び
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
十
九
年
末
ま
で
日
本
と
朝
鮮
を
行
き
来
し
て
い
る
。

二
六
一
三

中
村
道
太
宛

明
治
二
十
年
ヵ
六
月
十
二
日
付

過
日
ハ
難
有
奉
存
候
。
一
同
実
ニ
歓
を
尽
し
、
私
ニ
お
ゐ
て
も
満
足
仕
候
。
い
よ

�
今
朝
十
時
出
発
、
横
浜
�
井
上
氏
�
手
紙

参
居
候
得
共
、
こ
ゝ
ニ
封
入
不
仕
、
何
れ
拝
顔
万
々
可
申
上
候
。
扨
中
津
銀
行
之
義
、
今
朝
末
貞
友
年

(

先
日
来
御
目
ニ
掛
り
候

銀
行
之
者)

拙
宅
へ
参
り
、
中
村
先
生
之
方
今
ニ
取
極
出
来
不
致
、
甚
掛
念
云
々
申
出
候
ニ
付
、
左
様
之
気
遣
ハ
万
々
有
之
間
敷
、

何
れ
篤
ト
承
は
り
て
報
道
可
致
様
、
返
事
致
置
候
。
実
ハ
今
度
東
京
ニ
�
売
渡
し
之
義
、
中
津
之
も
の
へ
知
れ
た
る
処
、
同
町
之

金
満
家
共
が
や
き
も
ち
を
起
し
た
る
事
と
見
へ
、
九
十
四
円
な
ら
バ
中
津
ニ
�
引
受
け
ん
と
申
出
し
た
る
よ
し
。
就
�
は
山
口
之

一
手
ハ
東
京
ニ
�
相
談
致
候
ニ
付
、
最
早
左
様
之
事
ハ
出
来
不
申
と
て
、
力
身
居
る
次
第
ニ
付
、
万
々
一
ニ
も
此
方
が
は
づ
れ
て

ハ
、
金
之
事
ハ
兎
も
角
も
、
山
口
連
の
顔
が
立
た
ぬ
と
申
立
て
引
き
ニ
相
成
候
ニ
付
、
甚
掛
念
と
て
熱
心
ニ
相
成
候
次
第
。
何
卒

御
都
合
宜
敷
候
ハ
ヽ
、
安
心
出
来
候
様
、
御
取
計
奉
願
候
。
明
朝
ハ
岡
本
貞
烋
母
之
葬
式
ニ
�
寺
へ
参
り
、
夫
れ
�
午
前
十
時
前

時
事
新
報
へ
参
り
、
午
後
四
時
過
ま
で
同
社
ニ
居
る
積
ニ
御
座
候
。
御
用
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
同
社
�
被
仰
聞
被
下
度
奉
願
候
。
右

要
用
而
已
申
上
度
。
早
々
頓
首
。

六
月
十
二
日

諭

吉
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中
村
様

【
中
津
銀
行
関
係
者
が
心
配
し
て
い
る
の
で
、
同
行
へ
の
出
資
を
急
ぐ
よ
う
依
頼
す
る
】

○
名
宛
人
の

｢

中
村
様｣

は
中
村
道
太
。
天
保
七

(

一
八
三
六)

年
、
三
河
国
吉
田

(

愛
知
県
豊
橋
市)

生
ま
れ
。
江
戸
詰
を
命
じ
ら
れ
て
出
府

中
、
慶
応
二

(

一
八
六
六)

年
鉄
砲
洲
の
塾
を
訪
ね
、
福
沢
と
最
初
に
面
会
し
て
い
る
。
福
沢
の
紹
介
で
早
矢
仕
有
的
と
知
り
合
い
、
丸
屋
商
社

の
共
同
経
営
者
と
な
っ
た
。
明
治
九

(

一
八
七
六)

年
豊
橋
に
帰
り
、
第
八
国
立
銀
行
を
創
設
、
翌
年
渥
美
郡
長
。
十
二
年
福
沢
に
う
な
が
さ
れ

上
京
、
大
蔵
卿
大
隈
重
信
の
信
任
を
得
て
、
十
三
年
二
月
横
浜
正
金
銀
行
を
設
立
、
初
代
頭
取
に
就
任
す
る
。
二
十
一
年
、
中
村
は
東
京
米
商
会

所
の
頭
取
に
就
任
す
る
が
、
二
十
四
年
に
米
商
会
所
の
仲
買
人
身
元
金
お
よ
び
売
買
証
拠
金
費
消
問
題
が
起
こ
っ
た
際
に
、
私
財
を
投
げ
出
し
て

辞
任
し
、
以
後
は
社
会
の
表
舞
台
に
は
立
た
な
か
っ
た
。
そ
の
失
脚
の
原
因
は
、
改
進
党
系
の
中
村
が
自
由
党
か
ら
求
め
ら
れ
た
政
治
献
金
を
断
っ

た
こ
と
か
ら
、
報
復
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
正
十

(

一
九
二
一)

年
東
京
で
歿
し
、
郷
里
に
葬
ら
れ
た
。
○

｢

井
上
氏｣

は
井
上
角
五

郎
か
。
明
治
二
十

(

一
八
八
七)
年
六
月
に
、
福
沢
は
中
村
道
太
と
共
同
出
資
で
ア
メ
リ
カ
に
農
地
を
購
入
し
、
移
民
計
画
に
着
手
し
た
。
井
上

は
そ
の
現
地
責
任
者
と
し
て
、
十
五
日
に
渡
米
し
て
い
る
。
○

｢

中
津
銀
行｣

は
こ
こ
で
は
第
七
十
八
国
立
銀
行
。
明
治
十
一
年
に
、
旧
中
津
藩

士
に
給
付
さ
れ
た
金
禄
公
債
を
原
資
と
し
て
三
七
○
名
の
株
主
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
株
主
が
減
少
。
二
十
年
に
は
わ
ず
か
十
一
名

と
な
り
、
翌
二
十
一
年
に
東
京
八
王
子
に
移
転
、
中
津
は
支
店
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
に
誕
生
し
た
株
式
会
社
中
津
銀
行
と
は
別
組
織
。
○

末
貞
友
年
は
、
旧
中
津
藩
士
。
○｢

山
口｣

は
山
口
広
江
。
文
政
七(

一
八
二
四)

年
生
ま
れ
。
旧
中
津
藩
士
で
下
士
階
級
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、

天
保
十
三

(

一
八
四
二)

年
に
元
締
方
御
勘
定
人
に
任
命
さ
れ
た
後
、
財
政
改
革
に
成
功
を
収
め
、
慶
応
四

(

一
八
六
八)

年
に
は
上
士
階
級
に

抜
擢
さ
れ
た
。
明
治
維
新
後
は
県
大
属
、
小
参
事
を
務
め
、
第
七
十
八
銀
行
を
設
立
し
て
頭
取
を
務
め
て
い
た
。
○
岡
本
貞
恷
は
嘉
永
六

(

一
八

五
三)

年
生
ま
れ
。
明
治
三
年
小
田
原
藩
の
公
費
生
と
し
て
慶
應
義
塾
に
入
っ
た
。
地
方
官
吏
を
務
め
て
い
た
が
、
明
治
十
二
年
末
に
福
沢
か
ら

交
詢
社
創
設
事
務
の
担
当
を
任
さ
れ
、
翌
年
設
立
後
も
事
務
局
の
中
心
と
な
っ
た
。
時
事
新
報
社
で
は
印
刷
長
を
務
め
た
。
二
十
六
年
に
渡
米
し
、

帰
国
後
は
実
業
界
に
転
じ
た
。
大
正
三(

一
九
一
四)

年
歿
。
○
発
信
年
は
第
七
十
八
銀
行
の
譲
渡
の
時
期
か
ら
、
明
治
二
十
年
と
推
察
さ
れ
る
。

但
し
、
通
常
中
津
銀
行
と
よ
ば
れ
る
の
は
、
旧
中
津
藩
士
の
互
助
組
織
で
銀
行
類
似
業
務
も
行
っ
て
い
た
天
保
義
社
の
後
身
で
あ
る
株
式
会
社
中

津
銀
行

(

明
治
二
十
二
年
創
立)

で
あ
る
。
天
保
義
社
は
十
三
年
ご
ろ
か
ら
経
営
を
め
ぐ
っ
て
内
部
に
対
立
が
あ
り
組
織
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
二
十
一
年
八
月
に
私
立
銀
行
条
例
に
よ
る
銀
行
へ
の
改
組
が
決
定
し
た
。
末
貞
友
年
は
そ
の
改
革
委
員
お
よ
び
起
草
委
員
に
選
ば
れ
て
い
る

の
で
、｢

中
津
銀
行｣

が
株
式
会
社
中
津
銀
行
の
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
明
治
二
十
一
年
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
京
で
の
譲
渡

福沢諭吉関係新資料紹介

389



を
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
中
津
の

｢

金
満
家｣

た
ち
が
不
服
に
思
い
、
ま
た

｢

山
口
連
の
顔
が
立
た
ぬ｣

云
々
か
ら
考
え
て
、
第
七
十
八

銀
行
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
。
福
沢
は
ほ
か
の
書
簡
に
お
い
て
も
、
第
七
十
八
銀
行
を
中
津
銀
行
と
表
現
し
て
い
る

(『

書
簡
集』

第
九

巻
索
引
参
照)

。
○

『

大
分
県
史』

近
代
篇
１

(

大
分
県
、
一
九
八
四
年)

、『

旧
中
津
藩
士
族
死
亡
弔
慰
資
金
要
覧』

(

三
木
作
次
郎
編
纂
発
行
、

一
九
二
七
年)

参
照
。

二
六
一
四

後
藤
象
二
郎
宛

明
治
二
十

(

一
八
八
七)

年
ヵ
九
月
十
七
日
付

拝
啓
仕
候
。
陳
ハ
佐
久
間
山
治
事
、
た
ま

�
今
日
出
京
致
し
候
ニ
付
、
兎
ニ
角
ニ
一
応
御
目
通
致
置
候
方
、
都
合
な
ら
ん
と
存

候
。
差
出
候
間
、
若
し
御
寸
暇
も
被
為
在
候
ハ
ヽ
、
暫
時
間
御
逢
奉
願
候
。
尚
い
才
ハ
本
人
へ
被
仰
聞
被
下
度
奉
存
候
。
要
用
而

已
。
早
々
頓
首
拝
。

九
月
廿
七
日

諭

吉

後
藤
先
生

侍
史

【

後
藤
象
二
郎
に
佐
久
間

(

の
ち
武
藤)

山
治
を
紹
介
し
、
面
会
を
求
め
る
】

○
名
宛
人
の

｢

後
藤
先
生｣

は
、
後
藤
象
二
郎
。
天
保
九

(
一
八
三
八)

年
高
知
に
生
ま
れ
る
。
坂
本
竜
馬
と
共
に
藩
主
山
内
容
堂
を
説
得
し
、

慶
応
三

(

一
八
六
七)

年
将
軍
徳
川
慶
喜
に
大
政
奉
還
を
行
わ
せ
た
。
明
治
政
府
で
は
要
職
を
歴
任
、
民
撰
議
院
設
立
建
白
書
に
名
を
連
ね
た
。

福
沢
と
の
関
係
は
、
明
治
七

(

一
八
七
四)

年
に
買
収
し
た
高
島
炭
鉱
が
経
営
難
に
陥
っ
た
際
、
福
沢
が
岩
崎
弥
太
郎
へ
の
譲
渡
を
斡
旋
し
た
。

他
に
も
金
玉
均
の
援
助
を
は
じ
め
、
秘
書
に
慶
應
義
塾
生
を
推
薦
し
て
も
ら
う
な
ど
、
親
密
な
交
際
を
続
け
た
。
福
沢
は
後
藤
を
高
く
評
価
し
、

｢

大
の
ひ
い
き｣

と
公
言
し
て
い
た
。
三
十
年
歿
。
○
佐
久
間
山
治
は
慶
応
三

(
一
八
六
七)

年
尾
張
国
松
名
新
田
村

(

愛
知
県
弥
富
市)

に
生

ま
れ
る
。
父
か
ら
聞
い
た
慶
應
義
塾
三
田
演
説
館
の
話
に
あ
こ
が
れ
、
明
治
十
三

(
一
八
八
〇)

年
五
月
慶
應
義
塾
に
入
学
。
十
七
年
卒
業
後
、

渡
米
し
て
働
き
な
が
ら
学
び
、
帰
国
後
武
藤
家
の
養
子
と
な
る
。
数
社
を
経
て
二
十
七
年
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
に
入
社
。
一
度
退
社
す
る
が
、
四
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十
一
年
に
復
帰
し
て
専
務
、
大
正
十

(

一
九
二
一)

年
に
は
社
長
に
就
任
す
る
。
家
族
的
な
温
情
主
義
経
営
で
知
ら
れ
、
鐘
紡
の
事
業
を
発
展
さ

せ
た
。
十
三
年
か
ら
衆
議
院
議
員
も
務
め
、
鐘
紡
社
長

(

昭
和
五
年)

お
よ
び
政
界
引
退

(

七
年)

後
、
時
事
新
報
社
相
談
役
と
な
っ
た
。
同
紙

の
政
財
界
腐
敗
追
及
記
事
か
ら
昭
和
九

(

一
九
三
四)

年
三
月
九
日
、
暴
漢
に
銃
撃
さ
れ
翌
日
死
去
し
た
。
○
発
信
年
は
、
自
伝

『

私
の
身
の
上

話』
(

武
藤
金
太
発
行
、
昭
和
九
年)

中

｢

後
藤
伯
の
大
同
団
結
と
私｣

に
よ
る
。
明
治
二
十
年
に
は
す
で
に
武
藤
家
の
養
子
と
な
り
改
姓
し
て

い
る
が
、
福
沢
は
時
折
人
名
を
誤
っ
て
記
す
の
で
、
慣
れ
た
佐
久
間
姓
を
書
い
た
可
能
性
は
充
分
あ
り
得
る
。
十
八
年
一
月
に
は
渡
米
し
て
い
る
。

○
こ
の
書
簡
は
書
幅
仕
立
に
な
っ
て
お
り
、
箱
書
に
は

｢

福
沢
翁
手
簡｣
｢

素
軒
叟
観
首
題｣

と
あ
る
。｢

素
軒｣

は
野
村
素
介
。
長
州
藩
出
身
で

明
治
維
新
後
、
元
老
院
議
官
や
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
。
書
を
能
く
し
、
選
書
奨
励
会
審
査
長
・
書
道
奨
励
会
会
頭
等
も
務
め
て
い
る
。

二
六
一
五

中
村
道
太
宛
書
簡

明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
日
付

過
日
来
毎
々
御
尋
ニ
預
り
、
御
心
配
被
成
下
候
病
人
之
義
、
一
昨
夜
ニ
掛
け
殆
ん
ド
絶
望
、
遂
ニ
昏
睡
ニ
陥
る
な
ら
ん
と
医
師
も

大
ニ
心
痛
致
居
候
中
、
其
眠
ハ
昏
睡
を
変
し
て
安
眠
と
為
り
、
昨
暁
�
熱
も
脈
も
呼
吸
も
都
て
穏
に
し
て
、
先
ツ
下
り
坂
ニ
就
き

候
有
様
ニ
御
座
候
。
家
内
一
同
茫
乎
と
し
て
夢
の
如
し
。
死
刑
之
宣
告
を
受
け
て
俄
ニ
放
免
せ
ら

[

れ]

た
る
者
ハ
、
斯
く
も
あ

ら
ん
か
と
談
合
居
候
。
但
し
昨
朝
之
熱
ハ
七
度
七
分
ま
で
降
り
し
も
の
が
、
午
後
ハ
少
々
昇
り
、
今
朝
ハ
八
度
五
分
に
し
て
昨
朝

の
如
く
な
ら
ず
。
是
れ
が
一
時
之
小
波
瀾
ニ
�
、
別
ニ
事
を
発
せ
ざ
る
限
り
ハ
、
必
ス
全
快
と
楽
み
居
候
。
右
御
礼
旁
容
体
之
大

略
申
上
度
、
匆
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

十
一
月
二
日

諭

吉

中
村
様

梧
下

尚
以
、
家
内
�
も
呉
々
御
礼
申
上
候
様
申
聞
候
。
以
上
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【

流
行
し
て
い
た
腸
チ
フ
ス
を
発
症
し
た
長
女
中
村
里
の
病
状
を
伝
え
る
】

[

封
筒
表]

東
京
日
本
橋
区
南
鞘
町
廿
七
番
地

中
村
道
太
様

平
安

[

封
筒
裏]

封

三
田

福
沢
諭
吉
出

○
名
宛
人
の｢

中
村
様｣

は
中
村
道
太
。
前
掲
二
六
一
三

書
簡
註
。
○
長
女
里
は
、
慶
応
四(

一
八
六
八)

年
の
生
ま
れ
で
、
は
じ
め
三
と
い
っ
た
が
、

本
人
の
希
望
で
改
名
し
た
と
い
わ
れ
る
。
琴
や
ピ
ア
ノ
が
上
手
で
、
ま
た
英
語
も
ス
ペ
リ
ン
グ
な
ど
は
容
易
に
覚
え
た
と
い
う
。
明
治
十
六

(

一

八
八
三)
年
に
福
沢
の
門
下
生
で
化
学
者
の
中
村
貞
吉

(

三
年
六
月
慶
應
義
塾
入
学)

と
結
婚
、
愛
作
、
壮
吉
の
二
人
の
息
子
が
生
ま
れ
た
。
高

橋
誠
一
郎
に
よ
れ
ば
、
兄
弟
姉
妹
の
中
で
一
番
よ
く
福
沢
の
性
質
を
受
け
継
ぎ
、｢

女
福
沢｣

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
時
は
九
死
に
一

生
を
得
、
昭
和
二
十

(

一
九
四
五)

年
に
亡
く
な
っ
た
。
富
田
正
文

『

福
沢
諭
吉
の
漢
詩
35
講』

(

福
沢
諭
吉
協
会
、
一
九
九
四
年)

参
照
。
○

京
阪
・
山
陽
へ
の
家
族
旅
行

(

九
月
十
六
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で)

か
ら
帰
京
後
、
里
は
当
時
流
行
し
て
い
た
腸
チ
フ
ス
に
罹
患
。
十
七
日
に
発

症
し
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
一
日
に
か
け
て
重
篤
に
陥
っ
た
が
、
一
日
を
境
に
快
方
に
む
か
っ
た
。
こ
の
書
簡
で
は
熱
や
脈
・
呼
吸
の
状
態

な
ど
を
告
げ
、
昏
睡
状
態
を
脱
し
た
安
堵
感
を

｢

死
刑
宣
告
を
受
け
て
俄
ニ
放
免
せ
ら

[

れ]

た
る
者｣

の
気
分
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
。
こ

の
と
き
は
ま
た
次
の
よ
う
な
漢
詩
も
詠
ん
で
い
る
。
世
間
の
人
々
は
子
が
多
く
て
め
で
た
い
と
い
う
が
、
昨
晩
ま
で
談
笑
し
て
い
た
子
の
ひ
ど
い

苦
し
み
を
見
な
く
て
は
い
け
な
い
な
ん
て
、
子
の
な
い
人
が
羨
ま
し
い
く
ら
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
全
快
す
る
と
、
医
師
た
ち
の
尽
力
に
よ
る

快
癒
を
喜
ん
で
、
人
か
ら
何
か
よ
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
と
尋
ね
ら
れ
た
ら

｢

二
二
歳
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た｣

と
答
え
よ
う
と
い
う
漢
詩
も
詠

ん
だ
。
○
発
信
年
は
内
容
お
よ
び
封
筒
消
印
か
ら
、
明
治
二
十
二
年
と
推
定
さ
れ
る
。

二
六
一
六

宛
名
未
詳

発
信
年
月
日
未
詳

尚
以
、
時
下
為
人
御
自
重
専
一
奉
存
候
。
乍
憚
奥
様
始
皆
様
�
御
致
意
奉
願
。
三
、
四
月
御
出
府
之
頃
ハ
、
千
紫
万
紅
之
好
時
節
。

寛
々
御
話
仕
度
、
今
�
相
楽
罷
在
候
。
以
上
。

【

家
族
へ
の
伝
声
と
、
三
、
四
月
の
出
府
を
楽
し
み
に
待
つ
旨
伝
え
る
】

○
尚
尚
書
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
家
族
ぐ
る
み
で
親
交
の
あ
る
地
方
名
望
家
か
。
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Ⅱ

諸
文
集

[

旧
中
津
市
学
校
資
金
よ
り
の
海
外
渡
航
費
貸
与
に
関
す
る
覚]

明
治
十
七

(

一
八
八
四)

年
三
月
九
日

試
験
案
文

私
事
今
度
北
米
桑
港
ニ
渡
り
、
何
か
職
業
を
求
度
志
願
之
処
、
差
向
旅
費
之
用
意
も
無
之
、
当
惑
之
次
第
。
就
�
は
旧
市
学
校
之

資
金
中
�
百
弐
十
円
銀
借
用
致
度
、
返
済
之
儀
ハ
今
�
日
を
期
し
難
く
候
得
共
、
彼
ノ
国
ニ
�
就
職
成
業
之
上
ハ
、
身
之
分
ニ
応

し
て
元
金
を
納
る
而
已
な
ら
ず
、
目
下
之
恩
を
謝
す
る
為
ニ
ハ
、
大
ニ
其
資
本
中
ニ
金
を
差
加
る
義
も
可
有
之
候
也
。
…
…

…
…

…

…

定一
渡
米
ノ
者
ハ
、
英
語
英
文
吟
味
之
上
、
適
応
ノ
者
ニ
限
る
事
。

一
仮
令
適
応
ノ
者
ア
ル
モ
、
壱
ヶ
年
五
名
ニ
限
る
事
。

一
旅
費
之
貸
渡
し
ハ
、
銀
貨
百
円
ニ
限
る
事

○

｢

旧
市
学
校｣

は
明
治
四

(

一
八
七
一)

年
十
一
月
に
福
沢
諭
吉
の
提
言
を
受
け
中
津
に
設
立
さ
れ
た
洋
学
校
。
資
金
は
旧
藩
主
奥
平
家
の
家

禄
の
五
分
の
一

(

一
〇
六
〇
石)

と
、
旧
士
族
間
の
互
助
組
織
で
あ
る
天
保
義
社
か
ら
の
拠
出
金
二
万
円
が
充
て
ら
れ
た
。
学
則
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

福沢諭吉関係新資料紹介
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ム
は
原
則
と
し
て
慶
應
義
塾
に
準
じ
、
ま
た
校
長
の
小
幡
篤
次
郎
を
は
じ
め
、
主
な
教
職
員
は
慶
應
義
塾
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
明
治
十
年
頃
ま
で

は
順
調
に
発
展
し
た
が
、
西
南
戦
争
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化
や
他
校
の
成
長
な
ど
に
よ
り
学
生
数
が
減
少
し
、
一
二
年
に
は
福
沢
を
は
じ
め
小

幡
篤
次
郎
、
奥
平
昌
邁
ら
在
京
の
中
津
出
身
者
と
猪
飼
麻
次
郎
、
山
口
広
江
、
奥
平
毎
次
郎
、
島
津
万
次
郎
ら
中
津
に
い
る
人
び
と
計
二
十
名
で

｢

事
務
委
員
集
会｣

を
組
織
し
、
資
金
の
有
効
運
用
の
た
め
の
改
革
を
図
っ
た
。
演
説
会
の
開
催
や
士
族
授
産
の
た
め
の
養
蚕
事
業
の
推
奨
な
ど

を
行
っ
た
が
、
結
局
一
六
年
一
月
二
十
四
日
の
会
合
で
閉
校
が
決
定
し
た
。
○
中
津
市
学
校
は
閉
校
が
決
定
し
た
時
点
で
、
ま
だ
残
余
金
が
あ
り
、

そ
の
使
い
道
が
前
述
事
務
委
員
集
会
で
協
議
さ
れ
て
い
た
。
事
務
委
員
集
会
の
議
事
録
は
一
号
の
み
の
内
容
が
わ
か
り

(

原
本
の
所
在
は
不
明)

、

そ
の
末
尾
に
は
別
冊
二
号
に
続
く
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
資
料
か
ら
閉
校
後
も
資
金
の
使
途
が
協
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
務

委
員
集
会
は
定
期
的
に
東
京
と
中
津
で
開
催
さ
れ
、
東
京
の
結
果
を
中
津
に
知
ら
せ
、
中
津
で
の
会
合
の
結
果
が
東
京
に
伝
え
ら
れ
議
事
が
進
行

し
て
い
く
体
制
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
西
沢
直
子｢

中
津
市
学
校
に
関
す
る
考
察｣

『

近
代
日
本
研
究』

一
六
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
〇
年
。
○
こ
の
資
料
は
元
は
額
装
さ
れ
て
お
り
、
裏
面
に
飯
田
三
治
に
よ
る
次
の
よ
う
な
説
明
文
が
貼
ら
れ
て
い
た
。

此
記
事
二
枚
は
、
明
治
十
七
年
三
月
九
日
、
中
津
市
校
東
京
委
員
会
を
福
沢
先
生
宅
に
て
開
か
れ
た
る
時
、
中
津
生
徒
中
に
て
海
外
へ
の
旅

行
費
貸
与
の
件
を
協
議
せ
ら
れ
、
其
際
先
生
か
記
草
さ
れ
た
る
先
生
の
真
蹟
な
り
。
当
時
集
会
に
列
席
せ
る
飯
田
平
作
記
す
。

飯
田
家
は
福
沢
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
中
津
藩
士
で
、
平
作
は
明
治
三
年
十
二
月
慶
應
義
塾
に
入
学
。
の
ち
慶
應
義
塾
出
版
社
に
入
り
、『

民
間
雑

誌』

な
ど
の
発
行
に
携
わ
っ
た
。
一
九
年
よ
り
三
田
豊
岡
町
で
養
鶏
を
始
め
、
成
功
を
お
さ
め
た
。

(

西
沢
直
子)
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